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「
東と
ざ
い西
東と
ー
ざ
い西
、
こ
こ
に
お
披
露
目
い
た
し
ま
す
る
は
、
か
の
中
国

は
元げ

ん

の
ご
時
世
、
広
く
巷ち
ま
た
で
人
気
を
博
し
た
お
芝
居
「
元げ
ん

雑ざ
つ

劇げ
き

」

で
ご
ざ
い
ま
す
。」

と
、
魅
力
的
な
前
口
上
の
は
し
が
き
で
始
ま
る
本
書
『
中
国
古
典
名

劇
選
』
は
、
元
曲
の
普
及
を
目
的
に
集
ま
っ
た
三
人
の
若
手
研
究
者
た

ち
に
よ
る
努
力
の
結
晶
で
あ
る
。

元
曲
は
元
雑
劇
と
も
い
わ
れ
る
。
北
宋
の
「
勾
欄
」
と
呼
ば
れ
る
演

芸
小
屋
で
演
じ
ら
れ
た
雑
劇
を
起
源
と
し
、
元
代
に
至
っ
て
北
方
で
盛

ん
に
行
わ
れ
た
。
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
元
刊
本
と
呼
ば
れ
る
元
代
の
も

の
が
最
古
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
ほ
と
ん
ど
セ
リ
フ
が
し
る
さ
れ
て
い

な
い
。
明
代
に
至
り
、
優
れ
た
元
曲
百
種
を
選
ん
で
刊
行
さ
れ
た
『
元

曲
選
』
は
、
読
み
物
（
レ
ー
ゼ
ド
ラ
マ
）
と
し
て
最
初
に
世
に
現
れ
た

元
曲
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
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も
の
で
あ
る
。

本
年
、二
〇
一
六
年
は『
元
曲
選
』の
刊
行
四
百
周
年
に
当
た
る
。『
中

国
古
典
名
劇
選
』
は
ま
さ
に
そ
の
記
念
す
べ
き
年
に
出
版
さ
れ
た
貴
重

な
翻
訳
書
な
の
で
あ
る
。

編
訳
者
の
後
藤
、
西
川
、
林
の
三
氏
は
、
関
西
大
学
文
学
部
の
井
上

泰
山
教
授
の
指
導
の
も
と
、
元
曲
研
究
に
研
鑽
を
積
ん
だ
若
手
研
究
者

で
あ
る
。
三
氏
は
、
日
頃
の
学
恩
に
報
い
る
た
め
、
元
曲
の
翻
訳
集
出

版
を
思
い
立
ち
、
二
〇
一
一
年
「
芳
藤
林
読
曲
会
」
を
始
め
た
。
二
年

後
、
草
稿
は
完
成
し
て
い
た
も
の
の
、
昨
今
の
厳
し
い
出
版
事
情
に
よ

り
、な
か
な
か
最
後
の
一
歩
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
二
年
後
、
中
国
伝
統
文
化
に
関
す
る
研
究
助
成
事
業
を
行
う
一

般
財
団
法
人
橋
本
循
記
念
会
の
出
版
助
成
に
応
募
し
、
見
事
に
採
用
さ

れ
、
出
版
に
ま
で
漕
ぎ
つ
け
た
。
三
氏
の
こ
こ
ま
で
の
努
力
に
驚
嘆
す

後
藤
裕
也
・
西
川
芳
樹
・

林
雅
清
編
訳

中
国
古
典
名
劇
選
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る
と
同
時
に
称
賛
の
辞
を
送
り
た
い
。

本
書
収
録
作
品
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
カ
ッ
コ
内
は
作
者
名
と
訳
者

に
よ
る
ジ
ャ
ン
ル
名
）。

一
、
趙
氏
孤
児
（
紀
君
祥
、「
歴
史
劇
」）

二
、
瀟
湘
雨
（
楊
顕
之
、「
才
子
佳
人
劇
」）

三
、
東
堂
老
（
秦
簡
夫
、「
世
話
物
」）

四
、
曲
江
池
（
石
君
宝
、「
才
子
佳
人
劇
」）

五
、
梧
桐
雨
（
白
仁
甫
、「
歴
史
劇
」）

六
、
勘
頭
巾
（
張
仲
章
、「
公
案
劇
」）

七
、
黄
粱
夢
（
馬
致
遠
、「
神
仙
道
化
劇
」）

八
、
忍
字
記
（
鄭
廷
玉
、「
神
仙
道
化
劇
」）

九
、
金
線
池
（
関
漢
卿
、「
才
子
佳
人
劇
」）

十
、
盆
児
鬼
（
無
名
氏
、「
公
案
劇
」）

本
書
は
、
一
般
の
読
者
向
け
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
細
部
に

わ
た
っ
て
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

巻
頭
に
載
せ
ら
れ
た
「
凡
例
」、
合
間
に
挟
ま
れ
た
「
コ
ラ
ム
」、
各
作

品
に
付
さ
れ
た
「
解
説
」
で
あ
る
。

「
凡
例
」
で
は
、
次
の
事
柄
が
簡
単
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
元
雑
劇

の
構
成
に
関
す
る
説
明
、
つ
ま
り
今
日
の
芝
居
で
い
う
幕
に
あ
た
る

「
折
」、冒
頭
あ
る
い
は
幕
間
に
状
況
説
明
の
た
め
に
置
か
れ
る「
楔
子
」、

演
技
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
「
白
（
せ
り
ふ
）」「
曲
（
う
た
）」「
科
（
し

ぐ
さ
）」、「
脚
色
」
と
呼
ば
れ
る
「
末
（
男
役
）」「
旦
（
女
役
）」「
浄
（
敵

役
）」「
丑
（
道
化
役
）」「
外
（
脇
役
）」
な
ど
の
役
柄
に
つ
い
て
で
あ
る
。

コ
ラ
ム
①
で
は「
曲
」、コ
ラ
ム
②
で
は「
脚
色
」、コ
ラ
ム
③
で
は「
ト

書
き
と
『
し
ぐ
さ
』」、コ
ラ
ム
④
で
は
「
元
雑
劇
が
扱
う
作
品
の
種
類
」

に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

特
に
コ
ラ
ム
①
の
「
曲
」
の
説
明
が
出
色
で
あ
る
。
中
国
伝
統
演
劇

に
な
じ
み
の
な
い
も
の
に
と
っ
て
最
も
分
か
り
に
く
い
の
が
、
こ
の

「
曲
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
伝
統
劇
鑑
賞
の
肝
で
あ
る
「
聴
戯
」、
つ

ま
り
劇
を
「
観
る
」
の
で
は
な
く
劇
を
「
聴
く
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を

前
提
に
、「
曲
」
が
そ
れ
に
ど
れ
ほ
ど
深
く
関
わ
っ
て
い
る
か
を
述
べ

て
い
る
。「
曲
」
は
劇
中
で
歌
わ
れ
る
韻
文
で
あ
る
が
、
三
百
三
十
五

種
の
型
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
点
絳
唇
」
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
て
い

る
。
古
典
詩
と
同
じ
く
句
形
が
定
ま
っ
て
お
り
、
句
ご
と
に
字
数
と
平

仄
、
押
韻
の
有
無
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
よ
う
に
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
乗
せ
た
セ
リ
フ
が
合
間
に
挟
ま
れ
て
い
る
と
考
え
れ
ば
、

理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

コ
ラ
ム
①
の
最
後
は
、「
本
書
の
曲
部
分
を
読
む
と
き
は
、
舞
台
上

で
高
ら
か
に
心
情
を
う
た
い
上
げ
る
役
者
の
姿
を
想
像
し
な
が
ら
読
ん

で
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。
読
者
の
想
像
を
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か
き
た
て
る
た
め
に
は
、七
五
調
で
訳
さ
れ
た
こ
の
曲
部
分
に
お
い
て
、

訳
者
の
力
量
が
試
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

体
裁
の
上
で
も
工
夫
が
な
さ
れ
て
お
り
、
現
代
の
脚
本
形
式
に
似
せ

て
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
現
在
の
台
本
形
式
に
慣
れ
た
我
々
読
者

に
と
っ
て
は
非
常
に
分
か
り
や
す
い
。
原
本
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
元
曲

選
』
は
こ
の
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
も
訳
者

三
氏
の
行
き
届
い
た
配
慮
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

収
録
さ
れ
た
十
篇
は
、
ジ
ャ
ン
ル
と
作
者
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
。
前

述
の
コ
ラ
ム
④
で
は
、『
元
曲
選
』
収
録
の
百
作
品
の
中
か
ら
偏
り
を

防
ぐ
た
め
に「
才
子
佳
人
劇
」「
公
案
劇
」「
神
仙
道
化
劇
」「
歴
史
劇
」「
世

話
物
」
の
ジ
ャ
ン
ル
を
立
て
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
よ
く
示
す
作
品

を
選
出
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。復
讐
譚
と
し
て
余
り
に
も
有
名
な「
趙

氏
孤
児
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、「
梧
桐
雨
」
と
共
に
「
歴

史
劇
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
他
に
「
才
子
佳
人
劇
」
は
、
所
謂
恋
愛

も
の
で
、各
作
品
男
女
各
々
の
視
点
か
ら
描
か
れ
て
お
り
、現
代
の
我
々

に
も
感
情
移
入
し
や
す
い
。「
公
案
劇
」
は
所
謂
裁
判
も
の
で
現
代
の

ミ
ス
テ
リ
ー
作
品
に
近
い
と
い
う
。
実
際
に
読
む
と
話
の
展
開
に
ハ
ラ

ハ
ラ
す
る
。「
神
仙
道
化
劇
」
は
、
道
教
、
仏
教
お
よ
び
民
間
信
仰
に

取
材
し
た
劇
で
あ
る
。
本
書
収
録
の
「
黄
粱
夢
」
や
「
忍
字
記
」
は
俗

世
の
し
が
ら
み
を
逃
れ
神
仙
の
世
界
へ
入
っ
て
い
く
経
過
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。「
世
話
物
」は
一
作
品
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
東

堂
老
」
は
元
代
当
時
の
市
井
の
様
子
が
窺
い
知
れ
る
作
品
で
あ
る
。

日
本
語
に
翻
訳
す
る
際
、
相
当
な
苦
労
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
当

時
の
口
語
か
ら
当
時
の
雰
囲
気
を
壊
す
こ
と
な
く
翻
訳
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
に
相
当
す
る
適
切
な
日
本
語
の
言
葉
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
編

訳
者
の
三
氏
は
雰
囲
気
を
損
な
う
こ
と
な
く
、
見
事
に
元
代
の
舞
台
の

世
界
を
再
現
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
収
録
作
品
の
中
で
、
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
一
つ
挙
げ
て
み

よ
う
。

「
梧
桐
雨
」
は
、
過
去
に
青
木
正
児
に
よ
る
翻
訳（『
元
人
雑
劇
』
青
木
正

児
訳
註
、
春
秋
社
、
一
九
五
六
年
）
が
あ
る
が
、
本
書
で
同
作
品
の
新
た
な

訳
出
が
試
み
ら
れ
た
。
同
作
品
は
、正
式
名
称
を「
唐
明
皇
秋
夜
梧
桐
雨
」

と
い
い
、
唐
の
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
物
語
で
あ
る
。
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
蜜

月
か
ら
、
安
史
の
乱
を
経
て
、
楊
貴
妃
を
失
っ
た
後
ま
で
、
壮
大
な
歴

史
と
運
命
に
翻
弄
さ
れ
る
人
生
の
物
悲
し
さ
を
描
い
た
傑
作
で
あ
る
。

後
に
『
青
木
正
児
全
集
』
に
再
録
さ
れ
た
「
梧
桐
雨
」
と
比
べ
て
み

る
と
、
勿
論
言
葉
遣
い
に
時
代
の
違
い
が
現
れ
て
い
る
が
、
本
書
の
翻

訳
に
は
そ
れ
自
体
の
際
立
っ
た
良
さ
が
現
れ
て
い
る
。
こ
の
作
品
の
前

半
部
分
は
、
安
禄
山
の
登
場
か
ら
反
乱
を
起
こ
す
ま
で
の
歴
史
的
背
景
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や
玄
宗
と
楊
貴
妃
の
情
交
を
描
い
て
い
る
。
最
後
の
第
四
折
で
楊
貴
妃

を
失
っ
た
玄
宗
が
悲
愴
な
思
い
を
切
々
と
う
た
い
上
げ
る
姿
は
、
前
半

部
分
と
見
事
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
す
。
こ
れ
ら
の
場
面
を
セ
リ
フ
の

部
分
は
現
代
に
も
通
じ
る
よ
う
比
較
的
口
語
調
で
、
曲
の
部
分
は
や
や

文
語
調
で
、
韻
文
の
格
調
を
失
わ
ぬ
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
文
語
調

に
な
じ
み
の
な
い
現
代
の
人
々
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
、
絶
妙
な
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

評
者
は
、
中
国
近
現
代
文
学
を
学
ぶ
者
と
し
て
、
中
国
古
典
小
説
や

伝
統
演
劇
に
触
れ
る
度
、
心
理
描
写
に
関
す
る
疑
問
を
持
つ
。
何
故
、

動
き
や
出
来
事
の
描
写
が
多
い
の
か
。
演
劇
と
い
う
性
質
に
よ
る
も
の

な
の
か
。「
梧
桐
雨
」
の
玄
宗
が
自
ら
の
心
情
を
歌
い
あ
げ
る
悲
痛
な

場
面
を
見
る
と
、「
曲
」
と
い
う
心
情
を
十
分
に
表
現
す
る
場
が
あ
る

の
を
確
認
で
き
る
。
心
理
描
写
で
は
古
典
文
学
と
現
代
文
学
の
間
で
は

異
な
る
要
素
が
あ
る
が
、そ
こ
に
は
必
ず
共
通
す
る
点
も
あ
る
だ
ろ
う
。

ゆ
え
に
古
典
文
学
と
現
代
文
学
の
連
続
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

以
前
、評
者
自
身
も
中
国
文
学
史
の
講
義
を
担
当
し
た
こ
と
が
あ
る
。

元
曲
に
関
し
て
は
、
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し
な
が
ら
一
通
り
の
説
明
は
し

た
が
、
学
生
に
興
味
を
持
た
せ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
。
編

訳
者
の
三
氏
も
中
国
文
学
関
係
の
講
義
を
担
当
し
な
が
ら
、
大
い
に
苦

労
し
て
い
る
こ
と
と
推
察
す
る
。

今
回
の
翻
訳
本
を
、
各
大
学
で
の
中
国
文
学
関
係
の
講
義
に
供
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
学
生
た
ち
の
中
国
文
学
に
対
す
る
興
味
や
理
解
が
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さ
ら
に
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
本
書
に
よ
っ
て
、
学
生
た
ち
の

柔
ら
か
い
感
性
と
想
像
力
が
刺
激
さ
れ
、
新
た
な
見
識
や
観
点
が
生
ま

れ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、収
録
作
品
の
「
瀟
湘
雨
」

に
お
い
て
、
当
時
の
女
性
を
め
ぐ
る
今
と
全
く
違
っ
た
価
値
観
に
つ
い

て
取
り
上
げ
れ
ば
、
大
い
に
学
生
か
ら
意
見
を
引
き
だ
せ
る
の
で
は
な

い
か
。
議
論
へ
と
至
れ
ば
、
学
生
た
ち
の
思
考
も
深
ま
り
、
教
室
も
活

気
づ
く
だ
ろ
う
。
教
材
と
し
て
も
大
い
に
活
用
で
き
る
。

故
・
日
下
翠
氏
は
、
か
つ
て
『
わ
か
り
や
す
く
お
も
し
ろ
い
中
国
文

学
講
義
』（
九
州
大
学
中
国
文
学
会
編
、
中
国
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
で
、「
中

国
伝
統
演
劇
の
お
も
し
ろ
さ
」
と
い
う
一
文
を
書
き
、
楽
し
さ
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
た
。
日
下
氏
は
そ
の
中
で
、中
国
伝
統
演
劇
は
「
聞
く
」

も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。　
　

そ
れ
は
、
た
び
た
び
芝
居
が
禁
止
さ
れ
、
閉
鎖
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

芝
居
小
屋
が
法
の
目
を
か
い
く
ぐ
っ
て
、
飲
食
す
る
店
の
片
隅
で
演
じ

ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ
は
演
者
の
力
量
が
試
さ
れ

る
場
で
あ
っ
た
。
一
見
芝
居
を
見
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
て
、
実
際
は

「
聞
く
」こ
と
で
鑑
賞
す
る
た
め
、演
じ
る
側
は
ま
ず「
唱（
う
た
）」「
念（
せ

り
ふ
）」「
做
（
し
ぐ
さ
）」「
打
（
た
ち
ま
わ
り
）」
の
四
つ
の
技
量
を
磨
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
名
優
と
呼
ば
れ
る
演
者
は
、
そ
の
歌
声
で
観
客
を
感

動
さ
せ
る
。
ま
た
数
秒
の
し
ぐ
さ
に
十
数
年
分
の
修
業
の
跡
を
込
め
た

芸
が
惜
し
み
な
く
発
揮
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
芸
を
目
の
当
た
り
に
で
き

る
の
が
中
国
伝
統
演
劇
の
魅
力
だ
と
い
う
。

今
回
の
『
中
国
古
典
名
劇
選
』
の
ス
ム
ー
ス
な
訳
を
読
み
進
む
に
つ

れ
、
目
の
前
に
は
演
者
た
ち
の
生
き
生
き
と
演
じ
る
姿
が
浮
か
び
、
ま

る
で
当
時
の
芝
居
小
屋
で
実
際
に
演
目
を
見
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥

る
。
本
書
は
ま
さ
に
当
時
の
演
者
が
磨
き
上
げ
た
芸
で
も
っ
て
演
じ
上

げ
る
姿
を
読
者
に
自
然
と
想
像
さ
せ
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
点
で
本
書
は

成
功
し
て
い
る
。

本
書
か
ら
は
三
氏
の
大
学
院
時
代
か
ら
今
ま
で
の
努
力
や
苦
労
、
そ

の
結
果
得
ら
れ
た
達
成
感
や
喜
び
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
単
な

る
レ
ー
ゼ
ド
ラ
マ
に
留
ま
ら
な
い
深
み
と
魅
力
が
本
書
に
は
凝
縮
さ
れ

て
い
る
の
だ
。

古
く
は
中
国
の
王
国
維
、
日
本
で
は
鹽
谷
温
、
青
木
正
児
、
吉
川
幸

次
郎
、
田
中
謙
二
ら
が
偉
大
な
業
績
を
残
し
、
ま
た
そ
の
研
究
の
完
成

を
見
ず
し
て
こ
の
世
を
去
っ
た
。
そ
の
偉
業
を
継
ぐ
者
と
し
て
、
引
き

続
き
三
氏
の
努
力
に
期
待
し
た
い
。

（
ま
き
の
・
の
り
こ　

國
學
院
大
學
）


